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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、主に前脳で発現する電位依存性カリウムチャネルのαサブユニットである。マウスを用いた研究では、この遺伝子をノックアウトすると認知機能が向上することがわかっている。ヒトでは、コードされているタンパク質がヒト免疫不全ウイルス1型（HIV-1）エンベロープの糖タンパク質120に結合できることが示されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2015年9月],ドメイン：セグメントS4はおそらく電位センサーであり、3つおきの位置に一連の正に帯電したアミノ酸があることが特徴です。,機能：電位依存性カリウムチャネルのポア形成（α）サブユニット。外向き電流を誘発し、速やかに不活性化される。チャネルの特性は、cAMPとサブユニットのアセンブリによって調節される可能性がある。,類似性：カリウムチャネルファミリーに属します。 H（Eag）サブファミリー。,類似性：環状ヌクレオチド結合ドメインを1つ含む。,類似性：PAC（PAS関連C末端）ドメインを1つ含む。,類似性：PAS（PER-ARNT-SIM）ドメインを1つ含む。,サブユニット：カリウムチャネルは、おそらく、調節性βサブユニットと会合できる孔形成αサブユニットのホモまたはヘテロ四量体複合体で構成されている。,組織特異性：脳、特に終脳にのみ検出される。大脳皮質、後頭極、前頭葉および側頭葉、被殻、扁桃体、海馬、および尾状核に検出される。,
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	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

